
ライフイベント
育児・介護と仕事の両立について考える

ダイバーシティ推進センター
コーディネーター／准教授 矢内琴江

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日は、お昼の休みの時間にもかかわらず、ダイバーシティ推進センター主催のダイバーシティ・ランチセミナーにお集まりくださり、ありがとうございます。今日の司会を務めます、センターのコーディネーターの矢内琴江です。よろしくお願いいたします。さて、このランチセミナーでは、異なる経験や考えをもつメンバーどうしが、互いに認め合いながら働くためのヒントを学びます。



自己紹介

• 矢内琴江（やうちことえ）
• 専門：社会教育学、ジェンダー論

• フェミニズムの視点からのコミュニティの
学習

• ジェンダー、ダイバーシティの視点からの
対人支援職従事者の組織学習

• 2021年9月～ 長崎大学ダイバーシティ
推進センター

• 2019年4月～2021年8月 福井大学大学
院連合教職開発研究科 特命助教

• 2017年4月～2019年3月 早稲田大学文
学部教育学コース 任期付講師



ライフイベ
ントと
は・・・

人生のさまざまな出来事

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、ライフイベントの本来の意味は、もっとシンプルです。人生のさまざまな出来事、という意味です。



ライフイ
ベントに
ついて、
２つの視
点から考
える

社会教育の視点

ジェンダー、フェミニ
ズム、多様性の視点

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように、「ライフイベント」という言葉は、本来は非常に大きく、かつあいまいな言葉であるにもかかわらず、私たちの日常的には、「ライフイベント」と聞くと、先ほどあげたようなもっと限定的なものを思い浮かべてしまいます。そこで、今日は、お金からは一旦はなれた文脈で、今一度、この言葉について、整理し考えてみたいと思います。そのために、私自身が依拠している視点から考え、また「今日の副題である、育児・介護と仕事の両立を考える」ヒントを得たいと思います。



• ライフイベントは、どのように語られて
きたのか？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、ジェンダーの視点から、ライフイベントはどのように語られてきたのか、考えてみます。



女性たちのライフイベントはどう語られ
てきたのか？

ロマンティック・ラブ イデオロギー
人生でたった一人の人と恋をして結婚をして、そして子どもを産み育てるこ
とが、幸福なのだというメッセージ

結婚後に求められるのは、良い妻となり賢い母となること。明治期以降の女
子教育の中心的な思想。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「シンデレラ」「白雪姫」。小さいころから、私たちが慣れ親しんだ物語です。学生たちにもよくディズニーのプリンセス物語が大好きだという女性がいます。小さい女の子が「プリンセスになりたい！」と言ったり、そのまねをしている様子は、とてもかわいらしいです。こうした物語は、つらい家事に耐え忍んだ少女が、王子様と出会い、とびっきりの恋に落ちて、今までの辛いことが、結婚というゴールによって報われる、というストーリーです。こうした物語のメッセージは、まさに女性たちに向かって、人生でたった一人の人と恋をして結婚をして、そして子どもを産み育てることが、幸福なのだというメッセージになります。ロマンチックラブ・イデオロギーと呼ばれるものです。このイデオロギーの中では、女性にとって大事なライフイベントとは何か？が、1人の男性と出会うこと、結婚することが特に大事なおことになります。日本では、このロマンチック・ラブイデオロギーという考えは、明治期以降に入ってきます。この頃、女性たちのライフイベントを語る上で、重要な思想が誕生します。



男性たちのライフイベントは、どのように語
られてきたのか。

•「立身出世」
「現代の日本に生まれて、愛国の精神のある者は、官吏たると民間たるとを問わず、
まず自分一身の独立をはかり、余力があれば、自分以外の人をも独立に導くべきだ。
すなわち、兄は弟に独立を教え、教師は生徒に独立を勧め、四民ともに独立して、
日本の国を守らねばならぬ。」

（福沢諭吉『現代語訳 学問のすすめ』、伊藤正雄訳、岩波現代文庫、40頁）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、男性はどうだったのでしょうか。男性の場合は、「立身出世物語」です。実は、わたしは修士課程はフランス文学だったのですが、フランス文学の近代作家として代表的なスタンダールの『赤と黒』は、まさにその典型です。主人公の少年だったジュリアン・ソレルが、貧しい故郷を出て、都会へと向かい、様々な苦難や葛藤を克服しながら、自らの力強さで、その野心を達成し、栄光をつかもうとする物語です。



• 歴史的に、社会的に、女性にとっての大
事なライフイベント、男性にとっての大
事なライフイベントは、作られてきた。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように、私たちの社会において、ライフベントは、単に「人生の様々な出来事」として捉えられてきたわけではありません。女性にとって大事なライフイベント、男性にとって大事なライフイベントは、社会の中の様々な装置（文化的メディア、教育、制度など）を通して、構築されてきました。



とは言え、社会は変わってきている。

厚生労働省『令和2年度厚生労働省白書』
https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusyo/kousei/19/backdata/01-01-03-08.html

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでも、皆さんがご存知のように、日本の社会も変わってきています。現在の女性の20代から、50代までの女性たちの就業率は70％を超えています。1989年の状況とは大きく異なります。出産育児期に、大きく就業率が下がるM時カーブは、1989年では、今よりも急激です。でも、今もなお、その年代は下がっています。



女性のワークライフバランスは、「わが
まま」？男性の育児は「サポート」？

鳥飼茜『地獄のガールフレンド』（祥伝社、2015年、9-10頁）

「考えすぎだよ。加南は仕事も自分のしたいよう
にすればいいし、俺はその分サポートするから」

「君が思う「仕事」っつうのは単なる自己実現だ
ろ？加南の言ってる事はワガママだよ」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
だけども、現実の生活の中では、まだまだ難しいことがあるのではないでしょうか。ここに出しているのは漫画の例ではありますが、男性は、「サポート」として、育児や家事をすれば、男女共同参画なのでしょうか？あるいは、男性は常に稼ぎ手であり続ける道しかないのでしょうか？女性が、子どもを育てながら、仕事を頑張っていきたいと思うことは、単なる「わがまま」なのか？つい先日、どこかの県が出した、ワークライフバランスのハンドブックでは、「よくばり」と表現されており、話題になっていました。



約5割の女性が出産・育児により退職

厚生労働省『男性の育児休業取得の促進について』000676815.pdf (mhlw.go.jp)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうした状況の中で、多くの女性たちが働き続けられないと感じているのが実態です。約5割の女性が、出産・育児によって退職しています。

https://www.mhlw.go.jp/content/11901000/000676815.pdf


男性の育休取得率は、5.14％

「共同参画」2018年201806 | 内閣府男女共同参画局 (gender.go.jp)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、その反対に、男性たちは働き続けているわけです。男性の育休取得率は、たった5％です。見方を変えると、96％の男性労働者たちは、子どもの成長を楽しむ時間、育児や家事、地域との関わりなどを通して、もっと人間らしい生活を奪う権利が奪われている、ということです。

https://www.gender.go.jp/public/kyodosankaku/2018/201806/201806_02.html


「体外受精児、16人に1人 過去最多も
治療支援に課題」

2008年50.2人に1人から、
2018年16人に1人へ

『朝日新聞デジタル』2020年10月1日（https://www.asahi.com/articles/ASNB15J73NB1ULBJ008.html）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ちょっと違った面から考えてみたいと思います。ワークライフバランスが問題になるのは、子どもがいる人だけではありません。これまで、結婚・妊娠出産をめぐっては、「赤ちゃんはできて当たり前」という考えが支配的であったと思います。しかし、実際にはそうではありません。昨年のこの記事からは、この10年で不妊治療がものすごく増えたということも分かります。働きながら、産み育てるだけではなく、治療していようがしていまいが、働きながら不妊ということに日々向き合っている人たちもいるわけです。そこには、身体的・精神的なさまざまな苦労、時間的・金銭的な負担もあるのではないかと想像します。



全国152自治体でのパートナーシップ制
度の導入または導入予定

「みんなのパートナーシップ制度」（https://minnano-
partnership.com/en/partnership/all）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
結婚や子どもをめぐるライフイベントに着目しています。これまで、男性と女性の家族のあり方にばかりを考えていましたが、性の多様性の視点から考えてみたいと思います。2015年に渋谷区でパートナーシップ制度が導入されて以来、現在152の自治体で、パートナーシップ制度の導入または導入が予定されています。

https://minnano-partnership.com/en/partnership/all


明石市のファミリーシップ制度

安田聡子「「同性カップルの子供も家族」明石市はなぜファミリーシップ制度を導入するのか。理由を市長に聞きました」（Huffpost, 2020年12月16日、
https://www.huffingtonpost.jp/entry/akashi-familyship_jp_5fd84158c5b62f31c1ffd671）

•結婚のあり方、子どもとともに生きるあ
り方は、多様になってきている。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
パートナーシップ制度だけではありません。同性パートナー同士カップルで、あるいはトランスジェンダーの人で、子どものいる暮らしをしたいと願っている人たちもいます。明石市では、ファミリーシップ制度を設けました。結婚のあり方、子どもとともに生きるあり方は、多様になってきています。

https://www.huffingtonpost.jp/entry/akashi-familyship_jp_5fd84158c5b62f31c1ffd671


介護の多様な実態

• 男性介護者が抱える困難とジェンダー問題
• 明るみになり始めているヤングケアラーの実態

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
パートナー、出産・育児のあり方にばかり注目してきました。最後に、少し介護についても言及したいと思います。長らく介護は嫁の仕事と言われてきました。嫁が、無償でやることが当然ということです。しかし、10年ほど前から、男性で介護を担っている人たちの実態に、ようやく着目され始めました。高齢化していく中で、男性もまたケアを担うことになっていくわけですが、経験する困難は、ジェンダーの問題と切り離せません。これまで、会社でずっと働いてきたために、地域における人間関係が希薄だったり、生活経験が乏しかったり、介護は女性の役割という考え方が、周りからの心無い言葉を受けたり、本人も「男の自分が介護をしているなんて」という思いになり、孤立化してしまうということが聞かれます。また、この数年、メディアでも聞かれるようになった、ヤングケアラーの存在も明らかになってきました。ふり返ってみると、大学院のときや、教え子の中にも、家族のケアを担っている仲間や院生がいました。これまで、ライフイベントとして介護が語られるとき、大人が介護者であることが前提となっていましたが、そのことを問わないといけない現実があると思いました。大学教員として、色々な学生たちがいるということを考えると、目を向けなければならない現実だと思います。



ライフイベ
ントをめぐ
る様々な困
難の中
で・・・

• 人に話すほどのことでもない
• 自分が選んでしたことだから、悩んでいる
のはわがままなのではないか

• 自分の悩みは他のひとと比べたら大したこ
とない

• できないのは、自分の能力のせいだ

➡「決してその悩みは、わがままで
あったり、あなたが間違っていると
いうことではなく、一人で抱え込ま
なくてよいことなのだ」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、ここまで、私たちの社会が、今までのような考え方でライフイベントをとらえることができない現実があることを確認してきました。私たちは、こうした現実に目を向けることが大事だと思います。また、今、そのさなかにいる方たちに、まずお伝えしたいことは、「今、そのさなかで悩んでいることは、けっしておかしいことではない」ということです。そのさなかにいると、・人に話すほどのことでもない・自分が選んでしたことだから、悩んでいるのはわがままなのではないか・自分の悩みは他のひとと比べたら大したことない・できないのは、自分の能力のせいだなどと思ったりしているかもしれません。でも、これまで見てきたように、私たちの社会のあり方が、このような思い込みを生み出させてしまっているのだと思います。だから、「決してその悩みは、わがままであったり、あなたが間違っているということではなく、一人で抱え込まなくてよいことなのだ」ということをお伝えしたいと思います。



1人で抱え込ま
ずに、ぜひ
語ってくださ
い。なぜな
ら・・・

1. 社会教育の視点から・・・
ライフイベントは、自己教育の
場であり、方法でもある。

２．フェミニズムの視点から…
個人的な事柄とされてきたライ
フイベントの中での問題は、
「私個人の問題」ではなく、
「私たちの問題」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この、「一人で抱え込まないでください」というメッセージを、学術的にお伝えしたいと思います。１つ目は、社会教育の視点からです。教育の中では人間の発達は青年期までだという考え方が支配的でした。でも、そのようなことはありません。私たちは、それぞれの人生のできごとから、すなわちライフイベントから、自分なりに意味を見出し、そしてまた自分自身の人生を切り拓いていく営みを通して、私たちはたゆみなく自己教育を行うことができる存在です。言い換えると、ライフイベントとは、私たちが私たち自身を育てる学びの場であり方法だと考えることができます。２つ目は、フェミニズムの視点からです。フェミニズム、色々な定義がありますが、ここでは、シンプルに「性差別をなくそうとする運動であり思想」とします。このフェミニズムのなかで、特に大事な考え方の一つに、「私の問題は、私たちの問題」という考え方があります。ライフイベントの中で起こる問題は、決して私一人の問題はなく、社会の、あるいはこの大学の、この地域の問題です。



でも、意味の発見と、認識の転換には、必ず他者が必要。

くにたち公民館の保育室活動の実践をヒントに考える。

地域の公民館の中で、子どもが保育室で学び育つ姿を通して、
自分たちの性差別意識と向き合い、地域の中で様々な活動を展
開してきた。

この女性たちは、学習会、市民・職員・保育者による保育室運
営を考える国立公民館保育室運営会議、「保育室だより」とい
う共同学習の場を営んできた。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ただ、たった一人で、私たちは、自分たちの人生から意味を見出したり、個人的な問題ではなく社会の問題なのだと言うふうに、認識を転換することはできません。それには、必ず他者が必要です。なぜなのか？そのことのヒントは、地域の公民館の中で、子どもが保育室で学び育つ姿を通して、自分たちの性差別意識と向き合い、地域の中で様々な活動を展開してきた、女性たちの言葉から学びたいと思います。この女性たちは、学習会、市民・職員・保育者による保育室運営を考える連絡協議会、「保育室だより」という共同の学習の場を営んできました。このように言っています。



国立市公民館保育室運営会議編『子どもをあずける』、未来社、
1979年、201-202頁）

私たちはこのような〈伝え合う場〉を得ることで、ひとりで考
えていたことや、なにげないつぶやきを聞いてもらったり、人
のことばを聞くことができるようになってきました。そして自
分では些細なこと、自分だけのことと思っていたようなことが
らが、みんなで考えたい大切なこととして聞きとられたり、考
える方向が確かめられたりすることによって、次にはもう少し
大きな声で言えるようになるし、周囲の人たちの小さな声も聞
き逃さなくなっていきました。



社会教育とフェミニズムの交差点から

• 見過ごしかねない人生の様々なできごとの中にこそ、状況を打開していく知恵が
ある

• 困難な状況の中にある人は、その人がこれまで培ってきた経験の中にこそ、その
状況を切り拓いていく知恵がある。

• 経験を語る言葉に、コミュニティ（それはあるいは、家族だったり、あるいは地
域だったり、職場だったり）は耳を傾けることを通して、私たちは、現実を明ら
かにし、その中にある問題や、解決の可能性を見出す。そのこと自体が、コミュ
ニティに新たなダイナミズムを生み出し展開を支える。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
語る言葉が、聞き届けられることの往還のなかで、私たちは、事実に光をあてて、そしてその中にある問題性や、可能性を明らかにしていくことができます。この女性たちは、大きな社会の中では見過ごされてしまう、また、各々の日々の仕事や生活の中では流されてしまう、人生の様々なできごと＝ライフイベントの中での実感や思いについて語られる言葉に、しっかりと傾けることを通して、ともに問題に取り組む私を、そして私たちを育てていきました。つまり、私たちが些細なこととして、見過ごしかねない人生の様々なできごとの中にこそ、状況を打開していく知恵があると思うのです。困難な状況の中にある人は、その人がこれまで培ってきた経験の中にこそ、その状況を切り拓いていく知恵があります。そして、そのプロセスをともに歩むことを通して、その人のいるコミュニティ（それはあるいは、家族だったり、あるいは地域だったり、職場だったり）は、その新たなありようを学ぶことができると考えます。社会教育とフェミニズムの交差点から、私たちは、このようなことを学ぶことができると思います。



ダイバーシ
ティ推進セ
ンターの存
在意義

• ライフイベントは、長年、社会的な場で、
大人たちの集う公的な場で、そして社会
的な事柄として、語られてこなかった。

• でも、大学の中に、ダイバーシティ推進
センターがあることは、ライフイベント
で起こるさまざまな困難を、個人の問題
として捉えるのではなく、この大学の問
題として、社会の問題として捉えるとい
うこと。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、このような視点から、「ライフイベント」というテーマにおいて、このダイバーシティ推進センターの存在する意義について、何点か述べたいと思います。ライフイベントは、長年、社会的な場で、大人たちの集う公的な場で、そして社会的な事柄として、語られてきませんでした。あるいは、女性たちのライフイベントとされてきた、結婚・育児・介護は、私たちの問題として語られてきませんでした。それは、女性の問題、公的な場で問題にするに足らない事柄として、されてきました。だからこそ、ダイバーシティ推進センターがあることの意味は、とても大事だと考えています。大学にいる、多様な人々の、多様な、そしてこれまで語るに足らない事柄、あるいは、だまっていないといけないとされてきた事柄を、もう一人で抱え込まずに、語って良いということなのだと思います。個人の問題として捉えるのではなく、この大学の問題として、社会の問題として捉えるということです。そして、この問題に大学として向き合うことが、より豊かな知を生み出していく大学をつくっていくことになる、まさにそこに、センターの存在理由があると考えます。



おわりにー
ダイバーシ
ティ推進セン
ターのコー
ディネー
ターとして

• どうしたらいいのかな、モヤモヤするな、誰に話
せばよいのかなと思ったら、お話してください。
そこから、何に本当は困っているのか、どうした
らいいのか、一緒に知恵をしぼって考えてきたい
と思います。そのために、ジェンダーの専門の
コーディネーターや、介護コンシェルジュの職員
が常にいます。そして色々な経験をもった職員が
センターを支えています。また、他大学や、地域
の関係機関ともつながっています。

• 誰一人取り残されることなく、健やかに働ける大
学に、誰もがその人らしい力を発揮できる大学に
なっていければと思っています。それが、それぞ
れの人生のできごとを大事にする社会をつくって
いくことにつながっているのではないでしょうか。
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